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駒澤大学ソーシャルメディアガイドライン【学生向け】

◆駒澤大学ソーシャルメディアガイドラインの目的
　TwitterやFacebookなど、利用者が情報を発信することにより形成されるソーシャルメディアの普及が進み、

情報伝達手段の一つとして広く活用されている。ソーシャルメディアは便利である一方、扱いを間違えると予

期せぬ困った結果につながることが多々ある。

　ソーシャルメディアの利用にあたっては、利用者一人ひとりがソーシャルメディアの特性や自らが負うべき

責任を正しく理解する必要がある。

　駒澤大学の学生がソーシャルメディアを適切に利用し、効果的かつ安全に活用できるよう、ソーシャルメディ

アを利用する際の考え方や留意点をまとめたガイドラインを策定した。

◆ソーシャルメディアの定義

◆登録時の注意事項
⑴  各ソーシャルメディアの利用規約や運用ルール・文化等を理解したうえで登録する。

⑵  アカウントの設定を以下のとおり確認する。

　①公開範囲の設定や位置情報の設定について、望ましくない設定になっていないか。

　　（添付する写真などのデータに、位置情報が含まれていることがある。）

　②ソフトウェアのバージョンアップ等の理由により、設定が変わっていないか。

◆利用時の遵守事項
⑴  違法行為・モラルに反する行為を書き込まない。

⑵  虚偽情報や不正確な情報を書き込まない。

⑶  知的財産権（著作権、肖像権、商標権、特許権など）を侵害しない。

⑷  守秘義務を守る。（アルバイト先・インターンシップ先など）

⑸  自身・他者のプライバシーを保護し、他者の個人情報を公開しない。

⑹  国外においては、諸外国の法令や国際法を遵守する。

◆利用時の注意事項
⑴  他者に敬意を払う。

⑵  一度公開された情報は完全には削除できない。

※ 多くのソーシャルメディアは、金銭的なコストを掛けずに、思い立ったらすぐに活用できるため、軽い気

持ちで不適切な書き込みを行いがちである。仮に他人に迷惑を掛けない行為であったとしても、将来、就

職活動や社会人になった際に悪影響を及ぼす可能性が十分にあるため、ソーシャルメディア上での行動に

は十分注意すること。

⑶  学内諸規程に反した場合は、処分されることがある。

　このガイドラインでソーシャルメディアとは、LINE、Twitter、Facebook、YouTube、ブログ、電子
掲示板等に代表される、インターネット上で利用者が情報を発信することにより形成されるサービスの
総称を指す。
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諸規程・資料編

　教　 　

は の という をもつので、いろいろな が されます。 な に する
ことにより、 い間 われてきた の を理 することができると います。
●
しゅくとう び

＝ 1 （ ・ ・8・9 く）
の めにあたり、 の と の 堅 、 を祈って を みます。

●
しゃくそんごうたん え

＝4 8
の を う で、 にも

●
う ら ぼん え

＝7 15

まつりとして しまれている です。

●
りょう

祖

盂蘭盆会

そ き

＝9 29
の である 道元禅 と 持 の である 禅 は、くしく

も じ に されました。お が くなられた を といい、ご遺徳を偲び、報恩感謝の法要を

●達
だる ま き

＝10 5
禅の教えをインドから へ えられた から28 の達 が された で、報恩感謝の を
みます。

●
たい

祖
そ ごうたん え

＝11 21
持 の 禅 が された を して の を みます。

●成
じょう

道
どう え

＝12 8
が りを かれた を して を みます。

●
こう

祖
そ ごうたん え

＝1 26
の 道元禅 が された を して の を みます。

●
ね はん え

＝2 15
が の で された で、 ではこの 、 が に る時のお を にありとあらゆ

るものが しみにくれるさまを いた （ ：タテ3m21cm・ヨコ2m55cm）をかかげて、
の偉 な を 慕して を みます。

●
しゅくとうおんがくほう

要
よう

・ の
静かにお いの を祈って、4・5・6・10・11 の各15 （ ・ ・ の場合は ）の み、

で を り れた と を います。

獅
し し く

は、はじめ の をはかるために けられた 林（ に「 」と ）として した（
の は 由来による）。 とは、インドのような に産するビャクダン の 木で、「
は 葉よりかんばし」といわれる に、 の時から 木といわれる木である。また、 の には、「
林に なし、 として のみ す」とあって、 い 来性のある を 獣の としてその
を することにたとえられる。
とは、 がひとたび咆 すれば 獣がすべて うように、 の はよく 切の を破すること

をいう。

営みます。

通常お盆といい、ご先祖のみならず、生きとし生けるものすべてに思いを馳せ、報恩感謝をする日で施
食会法要を営みます。
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のシンボル

北インドの 、ガンジス いにヴァーラーナシー（ベナレス）という が
ある。その 外に がはじめて を いたサールナート（

ろく や おん

）がある。ここ
の にアショーカ の した の があり、その に がきざ
まれている（ 照）。

アショーカ とは のマウリヤ の で、この の時にインド
ははじめて された。

は最 は を る 虐な であったという。しかし、即 に った東
インド の 、 数の を て、あらためて の なことを する。

、 は「 の 」から「 の 」にきりかえ、これを し、 した。
アショーカ のいう とは、 の教えに根ざす と を内 とするも

のといってよい。 時インドには のみならず、 の くの 、 があったにもかかわらず、アショ
ーカ がこの を 用したことは、 が に く したこともあるが、 時に、 の に の を

えた 性をみていたからにほかならない。
は領内各地に による を した碑 をのこした。あるものは な の に、あるものは

道 の きな の表面を に って、きざみこまれた。いずれの も かの を にもってい
て、サールナートのそれは のライオンが 合わせに坐っているものである。

ちな

みに、この のデザインは、 の と共に のインド の として用いられている。インド
の「聖 」の を インド も しているのである。

の においても、 の いた 理－ －は、やはり で されている。 りをひらいた
の最 の を というごとくである。 、 は のシンボルとして、全 で に用いら
れている。 で用いられている （ ステンドグラス、 面、 ）も、こ
うした をふまえているのである。

＝ ＝

 駒澤大学の徽章は、極めて大きい心で、すべての学を蔽い尽くしているというさまを表わしている。
 駒澤大学が、曹洞宗大学林を前身として、今日にいたっていることはいうまでもないが、日本曹
洞宗の開祖道元禅師は、その著書の中で、喜心・老心・大心の三心について語っている。
 このうち《喜心》とは、自らが、この世に生をうけたことを喜ぶと共に、他を喜ばせようと願い
続ける心であり、《老心》とは、父母が子をおもうように、生きとし生けるものへの慈しみの心である。
 そして《大心》とは、大山の如く高く、大海の如く広く、いずれか一方だけに偏り、また党する
のでなく、常に、こだわりのない公平な心である。
 もちろん、道元禅師は仏法を行ずるものとして、この三心を仏・法・僧の三宝に帰依する道に通
じさせているが、同時に、学園における人間関係の形成には、絶対不可欠な心である。
 そして、徽章の三角の頂点に、それぞれ、この三心を配したとも理解できるし、この三心を億念
する象徴ともなるのである。

徽 章 襟章（バッチ）

おお

くみ
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諸規程・資料編

 駒澤大学の伝統と未来への新しい息吹を象徴するシンボルマークを平成10年度より使用してい
ます。
 デザインの基本は、駒澤の頭文字「K」をかたどったものです。
 本学の建学の理念である仏教の教えと禅のこころを象徴的に示したシンボルマークです。
 記念品やグッズ等作製時に連帯の印として利用できます。
 利用する際には、事前に学生部へ申請が必要です。

紫色→
栴檀の葉が過去から未来へとまっすぐに

力強く伸びているさまをあらわしています。

←橙色
  耀耀たるエネルギーの輝き、活動、
  慈悲のはたらきをあらわしています。

  ←緑色
    知性と智恵をあらわしています。

シンボルマーク （商標登録第4300018号）

　 （平成 29 年 4 月 1 日現在の留学生を除く学生数）

15,400人
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※出身地は保証人住所でカウント
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